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中
央
教
育
審
議
会
答
申『
高
等
専
門
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
』

（
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
四
日
）
の
中
で
、
高
専
教
育
の
方
向
性
と

し
て
「
幅
広
い
場
で
活
躍
す
る
多
様
な
実
践
的
・
創
造
的
技
術
者
の

養
成
」
と
い
う
教
育
目
的
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
社
会
経
済
環
境
が

変
化
す
る
中
で
、
高
専
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
人
材
を
養

成
し
、
地
域
の
企
業
や
自
治
体
等
と
の
連
携
を
深
め
て
環
境
、
ま
ち

づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
『
ソ
ー

シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
生
の
育
成
』（
平
成
二
〇
年
度

学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
採
択
）と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

本
取
組
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
「
環
境
改
善
、
キ
ャ
ン

学
生
支
援
の
現
場
か
ら

プロジェクトの概要
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パ
ス
づ
く
り
、
地
域
貢
献
な
ど
の
社
会
益
の
あ
る
活
動
（
ミ
ッ
シ
ョ

ン
）
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
と
定
義
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
自
治
体
、
学
校
、
学
生
等
か

ら
の
ニ
ー
ズ
の
う
ち
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
上
げ
て
い
ま
す
。
学
生
は
や
っ
て
み
た
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

主
体
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
体
験
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
問
題
解
決
能
力
な
ど
の
人
間
力
を
伸
ば

す
と
と
も
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
問
題
な
ど
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
教
育
に
お
い
て
は
、
学
生
が
単
調
な
仕
事
に
配
属
さ
れ

て
意
欲
を
失
う
場
合
も
あ
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘
さ
れ
る
の

に
対
し
て
、
本
取
組
は
以
下
の
メ
リ
ッ
ト
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
１
）�

多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
あ
る
こ
と
で
、
自
分

の
得
意
と
す
る
分
野
、
興
味
の
あ
る
分
野
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

選
べ
る
。

（
２
）�

多
様
な
き
っ
か
け
（
新
し
い
出
会
い
や
経
験
、
他
者
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
、
経
済
的
対
価
な
ど
）
を
提
供
で
き
る
。

（
３
）�

地
域
か
ら
ニ
ー
ズ
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
協
働
教
育
の
輪
が
広
が
る
。

（
４
）�

学
生
自
身
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
問
題
解
決
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
で
二
五
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

活
動
中
で
す
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://act-m
arket.org

）
を
開
設
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ

ソーシャルマーケット推進プロジェクトＨＰ
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ッ
シ
ョ
ン
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
内
で
活
動
案
内
や
報
告
な
ど

の
広
報
も
行
っ
て
い
ま
す
。

本
取
組
で
実
践
し
て
き
た
こ
と
を
も
と
に
、
学
生
は
学
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ン
テ
ス
ト
や
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

「
二
〇
〇
九
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
」
審
査
部
会
特

別
賞
、「
第
一
五
回
学
生
Ｃ
Ｇ
コ
ン
テ
ス
ト
」
奨
励
賞
な
ど
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
取
組
の
手
法
は
他
大
学
や
他
高
専
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
有
効
な
も
の
で
す
。
今
後
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ため池保全活動

竹材の回収作業


